
学童保育における
気候変動教育

～新しいカタチのESD～

滋賀県地球温暖化防止活動推進センター



目的

① 持続・継続力→学童保育のメリットを活用

② 情報発信力→工夫して他者に伝える

③ 課題解決力→思考と実践を通して向上



第一回 6月23日

知る

• 地球温暖化の話【PPT】

• 資源循環

実践

• 生ごみコンポストづくり

• 野菜収穫



生ごみコンポストによる資源循環

生ごみ

コンポスト

野菜

食べる

今回子どもたちが
作ったコンポスト



第二回7月7日

地球温暖化の話（紙芝居）

省エネクイズ

→自分たちにできる省エネを考える

夏休み 上記で学んだ省エネを実践するために

エコチャレンジシートを配布し、

毎日、振り返りの時間を持って

継続して実践する



第三回 8月8日

中間見直し

夏休みにエコチャレンジシートを

つけてみて、どうだったかを確認し、

再度、継続してやる気を起こさせ、

後半につなげた。



第四回 9月15日

複数のクイズを
子ども自身で考
えることで、

自分で考える力
が身についた

思考
• 夏休みの省エネ行動の振り返り

知る
• 省エネ購買行動…地産地消、容器包装等の説明

実践

保護者へのクイズの作成

→絵を描き，どちらが省エネになるかを

保護者に考えてもらう

知識・経験を
自分のものに！









第五回10月21日わたムッキー親子イベント

エコチャレンジゲーム

保護者へ自らが作成した
ゲームを実施





成果

1. 問題の出し方も自分で考え、
保護者に伝わるような説明をできる力

2. 保護者も考え、知識・関心が深まった

3. 兄弟も一緒に来ており、他の子どもた
ちにも意識を持たせることができた

4. 家庭に帰ってから、話題に上がるので、
家庭でのその後の行動に繋げられた



第六回12月20日

・冬休みエコチャレンジシートを自分で作る

⇒自ら課題を発見し、そのための解決行動を継続的に行う

（学童保育で行うこと）

学童保育で、毎日振り返りの時間をとり、振り返りを行う

保護者にも協力依頼を行い、感想を書いてもらう









成果

資源循環・・・子どもたちが自分たちで段ボールコンポストをつく

り、毎日生ごみをかき混ぜ処理することで

生ごみを出さない意識が生まれた

購買行動・・・地産地消を意識するようになった

容器包装についても，日頃から買わない

リユース、リサイクルにも

クラブすべての子どもたちが取りくんでいる



第七回1月26日

・エコなみらいの姿を考える

・エコチャレンジシートの振り返り
自らが課題として取り組んだ目標に対し、行動できたかについて
振り返りを行い、講師が一人ずつ評価することで意識高揚
⇒今後の持続性に発展させた
保護者が感想を書くことで、
さらにやる気を持たせることができた



継続の意識が
芽生えた

未来を創造に
ついて考える
ようになった



CO2排出抑制の
必要性が認識

できた

交換リサイク
ルアイデアが
生まれた



成果

省エネ ・・・

エコチャレンジシートをつけることにより

具体的行動に繋げることができたとともに、

継続が可能となった



アンケート結果

Q4.『ちきゅうおんだんか』について、おうちの人やとも
だちと話しをしたことがありますか？

50%50%

Q4

ある ない

Q5.ちきゅうおんだんか』をふせぐために、じぶん
になにができるかをかんがえたことがありますか？

Q6.『ちきゅうおんだんか』をふせぐために、じぶんでし
ていることがありますか？

100%

0%0%

Q6

ある ない 未回答

87%

13%

Q5

ある ない

2024年1月実施

2024年1月実施
2023年6月実施

2024年1月実施

2023年6月実施

2023年6月実施

※児童全員が温暖化対策を実行するようになった



➢地球温暖化問題を理解し、自分たちができることを考え、

行動変容に結び付けられた

➢子どもたちがお互いを刺激しあい、

クラブの雰囲気自体がエコ活動は当たり前

➢小学校の７割が児童クラブに通っており、夏休みや冬休みといった
休暇中もそこで、生活をしている

しっかりと教育することで、自然に身につき、価値観が形成

まとめ



発展

➢子どもたちは、回を重ねるごとに成長している

➢答えを与えるのではなく自分で考える力を養うことに

より、未来の絵姿を描くことができるようになってき

た。

⇒これから、どのような社会を構築していけばよいか、

また、どのように発信していけばよいか、さらに児童ク

ラブの毎日の生活の中で、磨いていくことが期待できる。
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